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●研究概要 
暗黙知を形式知に変換するプロセス（知識体系化の重要なステップ）において，多人数によるコミュ

ニケーションは非常に有効な手段である．我々はコミュニケーションするための「場」をサポートするシ

ステムを研究している．対面環境だけでなく，遠く離れた環境にいるもの同士でもコミュニケーションで

きる，「場」を提供するシステムの開発，導入，評価を実施している． 
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